
「安全から元気を起こす懇談会」開催要綱 

 

 

 

１ 背景・目的 

労働災害は長期的には減少傾向にあるが、平成２１年においても、１,０７５人

の方が労働の現場で亡くなられており、１０万６千人の方が休業４日以上を余儀

なくされる労働災害に被災されている。 

平成２２年６月に閣議決定された「新成長戦略～「元気な日本復活」のシナリ

オ～」では、２０２０年までに労働災害発生件数３割削減との目標が掲げられた

ところであるが、平成２３年１月の速報値では、平成２２年に労働災害で亡くな

られた方の数は１,１１７人と、前年同期に比べて、１５９人、１６．６％増加し

ている状況である。 

厚生労働省では、このような労働災害の増加に歯止めをかけるべく、昨年９月

に緊急対策の実施を都道府県労働局長に指示し、労働災害防止対策を展開してい

るところであるが、労働災害を根本的に減らしていくためには、産業現場におけ

る自主的な労働災害防止活動を活性化させることが不可欠である。 

このため、「安全から元気を起こす懇談会」（以下、「懇談会」という。）を開催

し、産業現場における自主的な労働災害防止活動を活性化させるための方策につ

いて検討を行う。 

 

 

２ 検討事項 

(1) 産業現場における自主的な労働災害防止活動を活性化させるための方策 

(2) その他 

 

３ 参集者 

  別紙「安全から元気を起こす懇談会 参集者名簿」のとおり 

 

３ その他 

(1) 懇談会は小林厚生労働大臣政務官が開催する。 

(2) 懇談会は必要に応じ、参集者以外の者に出席を求めることができる。 

(3) 懇談会は原則公開とする。ただし、特段の事由がある場合は非公開とするこ

とができる。 

(4) 懇談会の庶務は、労働基準局安全衛生部安全課が行う。 

 

 

 

資料１ 



（別紙） 

 

安全から元気を起こす懇談会 参集者 
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 麗澤大学国際経済学部長 
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めぐみ

 慶應義塾大学法学部教授 

西野
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  濃
あつし

 日本鉄鋼連盟安全衛生推進委員会委員長 

野口
の ぐ ち

和彦
かずひこ

 株式会社三菱総合研究所理事 

野中
の な か

 格
ただし

 野中労務安全事務所所長 

（敬称略 ５０音順） 


